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結
付
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原
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原
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(
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ラ
ラ

コ

一
A
租
税
が
人
の
給
付
能
力

に
臆
す
る
を
要
す

る
こ
ε
は
、
今
日
の
租
税
理
論

に
て
は

一
般
に
承
認
さ
る

、
所

で

ぐ
く

あ
る
。
今
日
の
租
税
諭
は
實

に
之
を
出
獲
黙
こ
し
、
叉
中
心

ε
し
て
論
議

悟
れ
て
居
り
、
凡
そ
租
税
論
の
中
で
此

れ
ほ
重

要
な
問
讐

な
い
・
其
れ
故
箕

嚢

は
之
を
理
論
上
+
書

明
瞭
に
し
て
置
く
の
必
要
募

・
。
均(

加
之
、
他
面
に
於
て
此
給
付
能
力
原
則
は
其
重
要
に
も
拘
ら
ず
、
意
義
が
稍
々
陵
昧
で
あ
り
、
特
に
時
亡
し
て
火

は
む
し
ろ
通
例
此

ε
同

一
義
ご
解
せ
ら
る
㌧
所

の
犠
牲
年
等
ε
の
關
係
に
も
疑
あ
る
の
散

に
、
此
ご
の
關
係
を
明

か
に
し
同
時
に
此
ε
の
匠
別
を
示
し
、
此
黙
よ
り
し
て
も
給
付
能
力
原
則
を
明
か
に
す

る
の
必
要
が
あ
る
。
遷

れ

薙
に
特
に
此
研
究
を
試
む
る
所
以
で
あ
る
。
其
の
之
が
適
用

の
方
法
に
至

っ
て
は
次
の
別
丈
に
譲
る
。

ラ二
本
衣
説
述
の
順
序
.己
し
て
は
、
先

づ
給
付
能
力
原
則

の
根
擦
を
説
き
、
其
意
義
に
及

び
、
終
り
に
其

三
十
等
犠

(牲
ε
の
關
係
.を
明
か
に
し
や
う
ε
思
ふ
。

第

一
段

給

付

能

力

原

則

の
根

糠

ラ
一
租
税
の
分
配
に
於
て
給
付
能
力
原
則
に
撮
る
所
以
の
も
の
一

(

)A
租
税
分
配
に
於
て

正
義
原
則
に
振
お
所
以
一

租
税
が
給
付
能
力
に
磨
じ
て

分
配
さ
る

べ
し
オ

い
ふ
こ
ε

(

'

,



'

は

、
置
く

い

へ
ば
租

税
が
正
義

に
從

ふ
て
分
配

さ
る

べ
し
ε

い
ふ
こ
ε
で
あ
り
、
其
正
義

に
從

ふ
を
要
す

る
ε

い

ふ

こ
ε
は
、
又

一
般

に
政
治

に
於
て
正
義

に
從

ふ
を
要

す

る

こ
ご
の

一
適
用

に
過
ぎ

な

い
(註

【)
。
凡
そ
人

に
は
正

9

、
義
の
観
念
が
あ
り
、
公
正
な
る
歌
治
の
行
は
る
N
貼
於
て
、
人
々
が
満
足
し
安
堵
し
、
然
ら
ざ
る
.に
於
て
不
平
不

満
が
起
り
歌
治
上
の
困
難
を
生
す

る
こ
ε
ご
も
な
る
(註
二
)
。
租
税
が
給
付
能
力
に
慮
ず
る
の
も
亦
均
し
く
、
此
の

如
き
困
難
を
避
け
、
圓
瀧
竿
穏
な
る
政
治
を
行
ば
ん
が
爲
め
に
外
な
ち
海
。

(註
一
)
-
ル
が
既
に
之
畿

い
て
居
ろ
・
曰
く
・
禦

故
に
叢

薄

醤

つ
藤

則
た
る
ぎ

か
。
其
此

荒

べ
て
の
政
治
叢

に
於
て
馨

あ

る
べ
き
が
故
で
あ
ろ
ε
。
ア
ダ

ム
ス
も
亦

(租
税
か
公
卒
又
ば
正
義

に
從
て
課
す
べ
き

こ
ご
に
)
、
租
税
に
特
殊
な
も
の
で
な
く
て
、
む
し
ろ

一

般
政
治
原
則
の
租
税

へ
の
適
用
で
あ
る
こ

い
ふ
て
居

る
。

(註

=
)
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
此
間
題
に
つ
き
て
の
或
誤
が

、
時

こ
し
て
重
大
な
ろ
馳
に
達

す
べ
き
政
治
上
の
困
難

に
遭
鑑
す
み
こ
ぜ」
㌔
な

ろ
で
あ
ら
う

の

ヒ
説

い
て
罵
ろ
。

ラ

ゆ

B
租
税
分
配
に
於
て
利
益
原
則
に
糠
ら
す
し
て
能
力
原
則
に
擦

る
所
以
-

礎
で
租
税

の
正
義
親
は
今
日

に
至

(
る
ま
で
時
勢

に
依
り
て
憂
化
し
、
嘗
て
は
租
税
に
つ
き
交
換
叉
は
利
益
説
が
認
め
ら
れ
、
租
税
は
各
人
が
統
治
團

膿

よ
り
受

く
る
利
益
に
悉
じ
て
賦
課
せ
ら
る
べ
し
ξ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
其
が
今
日
は
む
し
ろ
入
の
給
付
能

力
に
悪

じ
て
曇
卒
な
る
負
搭
を
課
す

べ
し
ご
せ
ら
る
》
こ
ε
》
な

つ
π
。
此
に
つ
き
地
方
税
に
於
げ
る
特
別
の
事

項
は
あ
る
が
、
固
有
の
粗
粉
ご
し
て
馬
持
に
国
家
の
税
こ
し
て
は
專
ら
此
能
力

に
振
る
べ
き
こ
で
に
は
今
日
殆
ん

ご
争
は
な
い
。
此
は
何
が
故

か
。
要
す

る
に
、
此
は
其
が
人
畏

ε
統
治
團
艘
ご
の
關
係
に
關
す
る
近
代
人
の
理
解

ロ
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三

致
し
(註
三
)、
及
び
利
益
挽
に
よ
り
て
は
、
蟹
行
不
可
聾

陥
る
の
難

あ
る
(茜

)
に
擦

・
の
で
あ
る
。
此

に

鳳じ

　

つ
き
て
は
既

に
諸

の
人

々
よ
り
最
普
通

に
説

か
れ
て
居

る
か
ら

、
私
は
此

に
詳
し

く
は
述

㎡、
な

い
。

比
乱

、・肇

…

　

・
・
羅

血

・
・
　

居
を

・
墾

皇

括

.
・
三

羅

・
窯

例
之
・
　

・
ル
…

付
・

懸訟

力
に
よ
ろ
課
税
説
に
近
世
国
家
親
に
最
畏
く
相
雷
す
ε
い
ひ
ー
ヘ
ツ
ケ
ル
は
租
税
の
蜜
質
的
根
櫨
は
強
制
共
同
縄
濟
の
禮
系
に
存
し
、
1

此
根

源
が
喬

合

舞

召

饗

て
蓋

の
馨

及
蓬

・
業
事

べ
き
蕎

人
の
霧

生

害

。
-

此
根
本
關
係
藻

欝

諾

に
於
て
直

、誌

隠

見
べ
・
更

欝

・
其
給
付
能
力
・
度
・
歴

て
曇
蓋

棺

關
築

ぺ
這

則
・
讐

葱

・
ふ
・
そ
し
薫

1
1

1
髭

・
恕

場

謬ぢ

　

合

に
行
は
ろ
、
合
理
的
原
則
ば
困
民
的
連
帯

の
原
則
で
あ
ろ
。
人
1工
凡
べ
て
の
人
民
が
政
府

の
便
益
に
、
並

に
政
府

に
よ
り
行
に
る
.、
渦
一失
に
も

加

隈

襲

の
比
例
に
・
て
霧

す
塗

・
て
彼
・
は
彼
・
の
能
力
双
に
・
・
得
に
比
例
し
て
観

た
蒙

べ
・
、・ε
々
撃

ε
い
・
・
居
・
。

熱

(註
四
V
ロ
ツ
ツ
は
之
ド
つ
音
、
如
何

に
多
く

の
利
蓋
な
各
箇
人
が
国
家
の
行
爲

に
っ
碁
て
持

つ
や
、
及
如
何
ド
多
く

の
利
益
海
彼

が
之
に
よ
り
畏
く

騒

61

む

　

ろ
や
な
決
す
ろ
爲
め
の
使
用
す
べ
者
標
準
な
し

ミ
い
ふ
。

F

乱

6

h

煎

ラニ
魅
會
政
策
的
能
力
蜆
一
1

庭

で
藪
に
給
付
能
力
を
純
財
政
的
見
地
よ
b
ξ
、
耐
會
政
策
的
見
地
よ
り
巴
両
見
地
.

恥
π

(

,

釧

よ
り
饗

し
轡

駕
し
、
薯

よ
り
し
で
曇

質
的
比
例
所
馨

の
上
・
出
で
す
.
所
得
の
量
養

、
誉

霧

翻α

B

者

の
欲
望

事
情
等
を
考
慮

す

る
裸
視

は
後
者

よ
り
出

つ
る
も

の
に
外
な
ら
す

ご

い
ふ
學

者

が
あ

る
(註
五
)
。
併

し
私

く

ロ

」
商

4
慰

は
其
を
探
ら
濾
。
私
は
給
付
能
力
原
則
は
輩
に
純
財
政
的
見
地
に
立

つ
も
の
ご
駕
す
。
論
者
の
い
ふ
如
く
肚
會
政

策
的
に
見
て
入
の
能
力
に
大
小
を
生
す
ε
い
ふ
こ
ご
'は
意
義
を
成
さ
漁
ε
思
ふ
。
唯
だ
別
に
租
税
の
肚
會
政
策
的

見
蟹

言

　

・
・
麗

　

・
の
　

・
各
人
・
努

・
悠
・
最

・
の
み
軍

護

策
⊥
の

轄

㎞

必
要
ヌ
は
要
求
に
基
き
分
配
を
調
整
す

る
も

の
ぜ
し
て
取

る
ε
い
ふ
こ
ε
は
あ
る
、
そ
し
て
其
肚
會
政
策
上
の
要

の

の

.



求
に
從

ふ
ε
い
ふ
こ
ε
は
夫
の
能
力
に
慮
す

る
ε
い
ふ
が
如
く
多
少
確
固
π
る
撮
庭
が
あ
る
の
で
は
な
く
.
全
く

時
の
時
代
思
潮
に
支
配
せ
ら
れ
て
可
動
的
の
も
の
で
あ
り
、
或
時
代
に
は
能
力
原
則
を
嚴
正
に
適
用
す

る
こ
ご
が

恰
か
も
肚
會
政
策
上
.の
要
求
に
適
ふ
ε
い
ふ
こ
ε
も
あ
る
し
、
他

の
時
代
に
は
其
れ
以
よ
に
、
富
者
叉
は
大
所
得

者
よ
り
し
て
多
く
を
取
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
肚
會
政
策
上
の
要
求

に
適
ふ
ε
い
ふ
べ
き
で
あ
り
、
其
多
く
取
る
度
合

も
亦
時
代
に
よ
り
異
る
べ
く
、

一
定
の
度
合

の
示
し
得

べ
き
も
の
で
な

い
。
斯
く
て
其
肚
會
政
策
上
の
要
求
が
能

力
原
則
ε
合
致
す
る
場
合
に
、
而
か
も
其
能
力
原
則
が
所
得
の
量
及
質
、
義
務
者
の
欲
望
事
情
を
考
慮

し
て
累
進

所
得
課
税
ε
な
る
場
合
に
、
其
ば
夫
の
論
者

よ
り

い
へ
ば
純
財
政
的
の
見
地

に
立
つ
公
卒
に
適
ふ
の
で
は
な
く
、

軍
に
耐
一會
政
策
的
見
地

に
立

つ
公
卒
に
適
ふ
も
の
窪
い
ふ
こ
ピ
に
な
る
が
、
私
は
此
場
合
、
何
故
に
此
が
純
財
政

的
見
地

に
立

つ
ε
い
ひ
得
な
い
か
を
疑
ふ
。
私
は
此
場
合
、
肚
會
歌
策
的
見
解
が
交

る
ε
も
、
そ
は
む
し
ろ
附
随

で
あ

っ
て
、
王

ざ
し
て
は
純
財
政
的
見
地

に
立

つ
ε
い
ふ

べ
き
も
.
の
ε
思
ふ
。
叉
論
者
が
所
得
の
量
及
質
、
義
務

者
の
欲
望
事
情
を
考
慮
し
.て
累
進
所
得
課
税
ε
な
る
ピ
き
は
其
が
財
産
制
度
に
干
渉
す
る
こ
巴
N
な
る
か
ら
、
其

は
肚
會
政
策
的
見
地

に
立

つ
も
の
に
外
な
ら
す
ε
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
結
果
が
肚
會
政
策
的
に
な
る
か
ら
し
て
其

を
肚
會
政
策
的
ε
い
は
な
く
て
は
な
ら

諏
ε
い
ふ
こ
蓬
は
な
い
。
肚
會
政
策
を
唯

}
叉
は
少
く
ε
も

一
の
直
接
の

目
的
蓬
す
る
も
の
に
し
て
初
め
て
其
が
肚
會
政
策
的
見
地

に
立

つ
も
の
亡
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
夫

の
所
得

の
量
及
質
、
・義
務
者
の
欲
望
事
情
等
を
考
慮
す
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
、
別

に
耐
會
敬
.策
上
の
目
的
を
も
托
す
、
輩

に

論

叢

租
税
に
於
け
る
給
付
能
力
の
原
則

第
十
三
巻

(第
二
號
r

五
}

一
四
九

.

.

.



論

叢

粗
粉
に
於
け
ろ
給
付
能
力
の
原
則

第
+
三
巻

(第
二
號

六
)

一
五
Q

義
務
者

の
普

遍

の
.勘
理
状

態
を
勇
察

し
て
給
付
能
力

に
慮
す

る
が
爲

め
に
必

要
ご
寫
す

の
で
あ

れ
ば
此

は
む
し
ろ

純
財
政
的
見
地

に
立

つ
も

の
ε

い
ふ

べ
き
で
め

る
。

た

ゴ
其
が
或
場

合

に
同
特

に
耽
會
政
策
上

の
目
的

に
も
適

ふ

こ
ご
を
得

叉
同
時

に
之
を
目
的

こ
し
た

ε
い
ふ
こ
ご

は
あ

る
。

そ
し
て
肚
會

政
策

上
の
見

地

か
ら

い

へ
ば
其
以

上

に
も
大

な
財
産

叉
は
所
得

者

か
ら

し
て
多
く
を
取

る

こ
ご

＼
も
な
り
得

る
。
恰

も
真
庭

に
肚
會
政
策
的

見
地

よ
り

の
租
視
観

の
固
有

の
領
域

が
あ

っ
て
、
夫

の
軍

に
所

得

の
量
及
質

、
義

務
者

の
欲

里
事
情

を
考

慮
す

る
課
税

の
如

き
は
む

し
ろ
少
く

・し
も
圭

足

し
て
は
純
財
政

的
見
地

に
立

つ
給
付
能

力

に
鷹

す

る
も

の
ε

い
ふ

べ
き
で
あ

る
。
肚

會

政
策
的
見

解
よ
り
し
て
肚

會
主
義
的

叉
は
共
産

主

義
的
結
果

に
陥

る
危
険

は
あ

る
が
給
付
能

力

の
解
樺

よ
り

し

て
斯

の
如

く
に
な

る
こ
ε
は
断

じ
て
猛

い
(註
六
)
。

(註
記
)
ワ
グ
ナ
ー
の
如
し
。
彼
は
曰
く
、
此
に
純
財
政
上
の
立
脚
鮎
よ
り
t
て
、
谷
の
法
律
上
許
さ
れ
た
ゐ
螢
利
方
波
が
同
慨
ピ
し
て
、
所
得
の
各

の
種
類
及
高
さ
、
自
由
及
非
自
由
既
得
、
並
に
「般
に
法
律
上
許
さ
れ
た
る
欲
望
滞
足
の
各
の
種
類
及
沓
の
範
園
が
同
資
格
ミ
ぜ
ら
ろ
」
。
財
産

所
有
、
一
層
高
き
自
由
所
得
、
野
働
な
き
攻
得
が
其
反
封
の
も
の
よ
り
も

[膳
給
付
能
力
大
な
る
こ
ミ
、
猫
身
叉
は
小
家
族
F
於
け
る
同

一
所
得

が
大
家
族
に
於
け
る
風
り
も
一
思
給
付
能
力
め
ろ
こ
建
、
各
の
絶
対
に
同

=
筒
さ
の
支
出
随
っ
て
同

一脱
髄
が
戒
場
倉
に
「麟
輕
音
犠
牲
な
他
の

場
合
に
一
層
重
き
犠
牲
か
示
す
こ
ε
に
孚
ば
れ
な
い
。
併
し
此
等
の
凡
べ
て
の
も
の
が
恰
か
も
所
得
、
攻
得
の
不
同
な
ろ
栢
類
及
高
さ
の
騎
伸
す

、

る
所
の
結
果
で
あ
っ
て
、
此
不
同
は
法
律
制
度
及
此
に
基
「
麗
済
的
動
力
の
曜
系
ご
共
に
奥
へ
ら
ろ
㌧
。
故
F
此
標
準
に
此
に
に
蓮
用
す
ろ
為
得

沁
。
諏
醗
制
度

の
馬
め
の
此

に
基
く
昏
箇
の
要
求
に
正
常
で
な

い
。
一

麗
濟
的
給
付
能
が
及
同

[
種
類
に
存
す

ろ
犠
牲
の
測
定

に
關

し
家
族

の

大
さ
等
の
考
慮
も
亦
排
斥
さ

ろ
、
。

何
ε
な
れ
ば
此
が
人
的
責
任

の
原
則
・
社
倉
及
国
民
経
済

に
於
げ
ろ
箇
人
圭
義

の
精
神

障
衝
突
し
、
課
税

り

根
蝋
及
租
税
負
擢
の
分
醜

の
設
・、
し
て
の
草
薬
観
及
保
隙
誠

に
於
げ
ゐ
正
賞
な

ろ
醍
髄
ミ
も
反
劃
す
う
か
ら
。
曲

柱

鰹
濟
的
給
付
能
力

量

ろ

r



凸

」

不
等
な

る
課
税
が
目
的
で
あ
ろ
。
一

此
F
被
税
者
間
の
所
得

-
牧
得
、
財
産
の
相
対
的
分
配
々
鰹
更
し
な
い
で
、
併
乍
ら
各
箇

の
税
額

の
減
却

の
後

に
夫
の
分
配
が
前
ε
同

一
な

う
が
袈

税

の
み
為
導
管

・
い
ふ
べ
き
で
あ
ろ
。
此
故

に
此
に
本
質
に
於
げ

る
牛
等
及
鰹
濟
的
給
付
能
力

に
よ

の

る
課
税

の
平
等
が
比
例
的
な
ろ
實
質
的
な
ろ
所
得
税
に
見
出
さ
る
＼
ご
。

(註
六
)
ロ
ヅ
テ
ッ
ク
ぽ
鵜
滑
能
力

ε
い
ふ
罰
の
延
長
し
得

べ
き
こ
こ
の
爲
め
に
、
共
産
主
義
的
な
ろ
富
者
の

一
部

の
徴
臓
に
導
く
所
の
曲
調
の
滴
用

な
恐
れ
(
エ
ー

ベ
ル
グ
に
依

る
)
、

ロ
ツ
ソ
ば
現
在
國
家

に
封
ず
ろ
不
信
認

に
於
て
、
財
産
階
級
に
暫
ら
く
給
付
能
力

に
,出
ろ
課
税
々
其
財
布
に
封

ず
る
公
権
力

の
限
な
壷
要
求
の
危
険

ミ
見
做
し
六
。
即

ち
多
少
非
政
治
的
反
国
家
的
な
ゐ
市
民
的
立
脚
鮎
が
長
く
凋
逸
に
捨
て
租
税
事
項
に
っ
き

存
し
た
・
此
琴

筒
鶴

民
の
階

も
要

り
廣
が
つ
て
居
を

い
ふ
㌔

共
晶

付
能
力
の
通
常
な
・
解
繹
の
筆

べ
彪

隙
で
に
な
く
・
む

し
ろ
耽
會
政
策
的
見
解
の
使
用
の
危

険
で
あ
ろ
。

第
二
段

給
付
能
力
原
則
の
意
義

ラ

ラ

一
給
付
能
力
原
則
の
意
義
其
も
の
I

A
給
付
能
力
に
臆
す
る
ビ
い
ふ
こ
巴
.は
給
付
し
得

る
力
に
鷹
す
る
ご
い
ふ
.

(

(

こ
ご
で
あ

る
。
そ

し
て
給
付

ε
は
人
が
外
部

に
或
彫
.響

を
齎

ら
す

こ
ε
で
あ

り
、
(註
七
)、
租
税

が

一
の
物

的
給

付

で
あ

る
か
ら
、
租
税

に
於
け

る
給
付

能
力

に
腐
す

る
ビ

い
ふ

こ
ξ
は

、
軍

に
物

的

の
力

又
は
物
的
蜜
在

に
慮
す

る

ε

い
ふ
こ
ε
の
如
く

に
見

ゆ
る
。
斯

く
て
所
得
叉
は
財

産

の
客

観
的

の
大

さ
が
即

ち
此

給
付

能
力

の
如

く

に
解
す

ラ

ラ

る
も
の
が
あ

る
蓋

八
)
。
13

い
併

し
近

代

の
文
明

国
民

の

給
付

能
力
は

事
實

、
此

の
如

く

に
有
形
的
非

一6

理
的

に
考

(

(

察

守

る
こ
ε
を
許

さ
な

い
〔註
九
)
。
租

税

に
於
け

る
給
付

能
力

ε
は
、
本

來
、物
其

も

の
』
力

で
は
な
く

て
.
人

の
租

論

叢

粗
積
に
於
げ
ろ
絵
付
能
力
の
原
則

第
十
三
巻

〔第
二
號

七
)

】
五

一

5)Wagner,FW2Auff・II.S・449-450・

")Lhel)erg,丑.a.O.S.g6gLDtz,a.α.O・S・243・

.

.



論

叢

租
祝
に
於
げ
ろ
給
付
能
力
の
原
則

第
†
三
巻

(第
二
號

入
)

一
五
二

視
を
給
付

し
得

る
力

で
あ
り

、
其

人
は
又
複
雑

な

る

一6

理
的
考
察

を
寫
す

も

の
で
あ

る
。
斯

の
如

き
人

の
我
物
を

出

し
得

る
力
こ

い
ふ
の
竈
あ

る
か
ら

、
純
物

的
の
も

の

で
も
な
け

れ
ば
、
純

人
的

の
も

の
で
も

な

い
。

人
的

に
し

て
物
的

の
も

の
で
あ

る
。
(董

。)
。
人

の
心

の
評
定

に
現

は
れ

た
る
物

の
.状
態

で
あ

る
。
其
故

に
物
の
状

態
は
同

で

あ

っ
て
も

入
の
主
観
的

事
情

に
よ
り
異
り

た

る
力

ご
な

り
得

る
し
、
物

の
方

に
於

け

る
愛
化

も
が
力

の
上

に
愛

化

を
與

へ
得

る
。
此

の
如

一
給
付
能
力

が
人

の
主
観

に
關

す

る
所
よ
り

し
て
、
此

が
犠

牲

ε
關

聯
す

る

こ
ε

》
な
つ

得

る
。
都

ち
租

税

の
給
付
能

力

に
慰

す
る
ε

い
ふ

こ
ご

が
犠

牲

の
李
等

に
適

ふ

こ
ε

玉
な

る
。
其

は
租
税

が
負

僻

者

の
主
観

に
於

て

一
の
犠
牲

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

そ

し
て
其

の
犠
牲

窪

い
ふ
の
は
固

よ
.り
租
税

が
義
務

よ
り
出

で
π
も

の
で
は
あ

る
が
、
實
際

普
通

に
は

一
の
苦
痛

ε

か
負

擁

ピ
か

い
ふ
も

の
を
意
味
す

る
か
ら

で
あ
る
。
其

は

叉
其

の
物

に
存
す

る
増

殖
力
及
消
費
能
を
棄

つ
る

こ
ご

に
於

け
る
厄
介
を
意
味
す

る
(註

一
『
)。
義
務

よ
り
出
て

だ

も

の
で
あ

る

か
ら

一
の
快

樂

ご
い
ふ
風

に
も
考

へ
ら

れ

膿
こ
ε
は

な

い
、
文

事
實

さ
る
こ
こ
も
な

い
で
は
な

い
が
、

大
局
上

よ
り
す

れ
ば
矢

張
り
其
は
例
外

で
、
苦
痛

ε
か
負
推

ε
か
厄
介

ε
か

い
ふ
風

に
見

る
の
が
通

例
で
あ

る
。

斯

く
て
給

付
能

力
に
恋

す

る
ε
い
ふ

こ
ご
は
犠
牲

に
堪

え
得

る
の
力
に
慮
す

る
ε
い
ふ
こ
ε

》
解
す

る
を
得

る

　

(註
=
ご
。

ろ
庭

で
斯

の
如
く
給
付
能

力
を
多

少
主
観

的

に
.解
す

る
ε
し
て
、
諸
多

の
學
者

の
與

え
た
意
義

に
は
色

(

々
あ

る
。

或

は
ω
廣

く
経
済

に
租

枕
を
出

す

こ
ε
を
可

能

・こ
し
叉
は
容
易

ξ
す

る
繕
濟
的
動

機

の
全
禮

(註

一
三
)
、

ざ
解
す

る
も

あ
る
が
、
其

は
廣

き
に
失
し
稔
當

で
な

い
(註
　
四
)。
域

は
②
軍

に
給
付
能

力
の
基

く
所

の
動
機
を
列



馨
し

(註
一
五
)
、
或
は
㈲
給
付
船
方

の
爲

め
に
測

定
す

べ
き
表
示

を
畢

ぐ
(註

=
ハ)
る
も
あ
る
が
、
何
れ
も
夫

の
力

の

意
義

を
示
す

ε
し

て
は
適
切
で
な

い
〔註

[
七
)。
.④
或

は
箇

人
的

障
碍

な
し

に
出

し
得

る
力

ε
い
ふ
解

羅

も

あ

る

が
、註

一入
)、
其

は
利
己
的

立
場

に
陥

る
の
誹
を
見

れ
沁

(註

一
九
)。
働
或

は
天
、
人

民

ε
統
治
團
騰

・し
の
間

の
釣
合

あ

る
分
配

に
基
き

て
定
義

を
與

ふ
る
も
あ

る
が

〔註
二
9

、
其
は
あ
ま

り
廻

り
遠

い
説
明

ξ
い
は
な
け

れ

ば

な

ら

諏
。
故

に
其

筈
を

凡

べ
て
探
ら
事

ご
し
て
、
私

の
示

し

π
定
義

に
て
は

一
寸
見

る
ε
、
給

付
す

べ
き
額

ご
全
所
得

め

ε
の
關

係
を
如
何

な
る
動
機

が
決
す

る
か
の
説

明
を
咲

く
の
非

難
を
受
く

べ
き
が
如
く
で
あ

る
が

、
併

し
更

ら

に

考

ふ
れ
ば

之
に
よ
り
て
も
心
理
的
#

に
物
理
的
動
機

が

之
を
決

す

る
、て
ご
は
自
ら
示

さ
れ

て
居

る
ε

い
ふ
こ
ε
が

出
乗

る
。

の

(註
七
)
フ
オ
ソ
.ク
に
説
明
し
て
曰
く
・
.給
付
ε
ば
自
身
の
人
糖
の
限
界

な
越
え
て
或
影
響
海
行
ふ
、
ぎ

で
あ
ろ
ε
。

た

し

も

へ

(註
八
)
ア
ダ

ム
ス
ミ

ス
が
各
国
臣
民
に
政
府

の
支
持

の
病
め
に
出
来
ろ
だ
げ
彼
等
の
其

々
の
能
力

に
比
例
し
て
即

ち
彼
等
が
其
々
に
圃
「家
の
保
護
の

あ

ロ

カ

も

リ

カ

セ

も

下
に
享
受
す
ろ
所
得

に
批
例
し
て
貢
献
す
べ
き
も
の
で
め
る
と
い
ひ
、
ボ
ー
リ

ュ
ー
ボ
人
は
凡
べ
'、
の
人
民

が
其
能
力
叉

に
其
所
得
に
比
例
し
て

租
税
心
佛
ふ
。へ
音

こ
ミ
な
假
足
す
ご

い
ふ
の
晦
・
動
も
す
れ
ば
多
数

の
人

々
を
し
て
能
ヵ

ピ
所
得

こ
心
向
物

の
如
く
解
ぜ
し
め
た
。

(註
九
)
ニ
ッ
チ
ば
「近
代
国
家
に
於
て
及
特

に
女
明
人
に
於
て
租
税
制
度

に
聞

し
人
民
の
箇
人
的
事
情
々
考
慮
し
な
い

こ
ピ
は
可
能
で
な

い
。
経
済
的

り

能
力
に
聞

す
ゐ
品

質
的
反
毛
親
的
元
素
に
彼
等

の
間
に
非
常
な
ろ
差
異
な
定
む

る
が
如
意
も
の
で
あ
ろ
電
い
ふ
。

(註

一
〇
)
シ
エ
フ
レ
ー
ば
租
税
力
の
大

さ
ば
各
箇
人
に
取
り

て
同
で
な

い
。
何
ミ
な
れ
ば
相
槍
ヵ
の
客
観
的
の
基
礎

(財
産
及
所
得
)
が
異
り
、
人
的

の
私
人
需
要
が
異
り
、
同

一
税
額
が
租
税
ガ
の
不
同
の
大
さ
の
基
礎

の
上
に
行

ふ
腰
疸
が
異
る
か
ら
。
1

人
が
租
税
力
を
正
賞

に
判
断
し
及
公

準
に
捕
捉
し

ヤ
う

ε
す
れ
ば

、
租
税
力
の
物
的

元
素
の
外
に
人
的
元
素
が
計
算

に
入
れ
ら

ろ
.へ
し

ミ
い
ひ
、
.ロ
ツ
シ
ア
ー
1t
實
際
公
平
に
課

税
す

購

叢

租
税
に
於
げ

ろ
給
付
能
力

の
原
則

第
十
三
巻

(第

二
號

九
)

一
五
三
、

7)
.6)1
9)
10)

R.eyer,Principiendergerechten13estegenmgl・S・153-4.
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論

叢

、

租

税
に
於
け
ろ
給
付

能
力
の
原
則

第
十
三
巻

(第

二
號

[
O
)

一
五
四

ろ
が
爲
め
に
は
、
財
産
及
所
得
の
意
義
が
輩
に
壊
学
的

に
解
ぜ
ら
ゐ
べ
き
も
の
で
な

い
。
む
し
ろ
此
際
義
務
者
の
麗
濟
的
欲
望
ご
蓋
然
的
な
ろ
希

望

ε
に
(此
等
の
も
の
が
此

の
如
き
も
の
こ
し
て
国
家
よ
り
承
認
ゼ
ら
ろ
」
だ
け
に
て
は
〉相
宿
の
考
慮

な
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
。

(
註

一
一
V
ロ
ソ
ッ
に
凡
べ
て
の
課
椀
に
よ
り
て
箇
人
文
ば
家
計

に
厄
介
が
課
ぜ
ら

る
」
。
先
づ
以
て
自
由
な

ろ
私
人
の
盧
分

に
立

つ
所

の
方
便

の
縮

少
が
生
ぜ
ら

る
㌧
。
」

租
碗

の
貢
櫓
ば
常

に
各
人
に
芝
り
て
其
所
得
存
溝
費
し
叉
に
投
資
す
べ
膏
能
力

Φ
減

少
す
ろ
こ
定
な
結
果
す
定
い
ひ
・

セ
リ
グ

マ
ン
は
犠
牲
説

障
て
ば
租
税
に
よ
り
如
何

に
多
く

の
彼

の
財
産
叉
に
所
得

が
役
向
ら

の
消
費

の
爲
め
に
残

う
か
を
問
ふ
。
此
が
全
く
財
政

の
主
ε
し
.て
消
費

的
な
ろ
競
で
あ
ろ
O
併

し
理
論
の

　
騨
注
意
深
音
分
析
及
智
ハ際
の
琳
實
と

一
層
調
和
す
べ
音
も
の
に
-
理
論
の
沿
費

的
方
面
が

生
産
的
方
面

に
よ
り
て

]
暦
強

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

カ
こ
ε
の
結
論
に
導
く
。
球
人
の
支
辨
ふ
.～
き
能
力
を
測
定
す
ろ
ニ
ピ
に
於

て
、
吾

人
は

其
財
産
叉
ば
所
得

か
出
す
・
ミ
」
に
於
て
彼

の
上
に
課

ぜ
ら

る
」
員
櫓
…に
つ
き
考

へ
な
く
て
ば
な
ら

均
の
み
な
ら
す

、
彼
が
其
財

産
叉

ぱ
所
得
心
保

し

む

ゆ

も

持

下
る

こ
寸、
に
於

㎡」
炎
く

,へ
斗
・槻

曾
た
も
考

へ
な
く

て

は
漕μ
電
ら

ぬ
o
」

ハロ
ま
れ

穴

ろ
]興
の
犠

牲

に
獲

得
及

塵

分

の
朧
脳性

で
、あ

ろ
o

能
力

の
古

②

音
読
に
唯
犠
牲
の
後

の
も
の
な
取
扱
ふ
。
能
力
の
新
し
き
説
ば
丙
種
な
含
ま
な
く
て
に
な
ら

の
ξ
い
ふ
。

(註

一
一
一)
バ
ス
テ
ー
.プ

ル
が
子
等
能
力
は
犠
牲

に
堪

一9
.る
平
等
能
力
な
意
味

す
ピ
い
ふ
よ
り
見
れ
ば
、
吾
人
ご
同
見

の
や
う
で
も
あ
ろ
が
、
彼
が
更

ら
に
能
力
は
最
多
く
自
ら
或
客
観
的
標
準

に
よ
り
測
定

ぜ
ら
れ
、
犠
牲
は
元
来
關
係
で
ろ
人
民
の
感
情

に
關

す
ろ
。
此
故

に
む
し
ろ
圭
凱
的
で
あ

.

ろ
こ
い
ひ
、
叉
犠
牲
原
則
の
使
用
F
於
げ

る
混
雑
が
能
力
の
客
観
的
標
準
毎
守

み
こ
ξ
を
正
賞
ピ
ず
る
が
如
し
遭
い
ふ
に
至
り
て
ば
全
く
吾
人
こ

物

別
の
見
地
に
立

つ
。

(
註

=
昌
)
ロ
バ
ー
ト
ワ、
イ
ヤ
ー
ば
給
付
能
力

為
以
て
経
済

に
租
税
た
出
す
ご
ミ
な
可
能

達
し
叉
ば
窓
易
ピ
す
ろ
析
の
凡
.(.
て
の
経
済
的
動

機
の
全
膿

助

ぐ癖

オ
。

(註

一
四
)
グ

ル

ン
ソ

エ

ル
に

評
し

て
曰

く

「

・
バ
i

-・
マ
イ

ヤ
「

の

い
ふ
如

誉
曖

昧
な

ろ
意

義

ば
精

々

[
般

的
な

ゐ
感
情
的

判

断

に
に
適

す

べ
善

も

15

租
枇
義
務

の
精
密
な
ろ
計
算
に
に
適
し
な
い
ご
o

(
註

一
五
)
ぜ
ー
ガ
i
1=
貢
献
能
力
ば
租
税
義
務
者
の
年

々
の
純
所
得

ご
其
緊
要
な

ろ
欲
望
ξ
の
關
係

17
存

す
ご
爲
す
(
マ
イ
ヤ
ー
に
佐

ろ
)
。

11)

12)
13)
14)
15>
16)
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232・
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二

,

〔註

一
穴
)
フ
ゲ
ナ
ー
ば
成
人
の
経
済
的
給
付
能
力
ば
二
の
元
素

に
存

了
ろ
。
物
財

の
攻
得
及
所
有

に
閲
す

う
も
の
ε
、
自
己
の
薦

め
に
及
義
務
的

に

他
人

の
爲
め

に
す
ろ
欲
望
補
足
に
此
財
の
便
用
に
關

マ
る
』
の
ヒ
で
あ
る
。
第

一
黙

国
旗
て
先
づ
勢
働
能
力
、
労
働

な
経
済
的

に
利
用
す
べ
き
機

會
、
勢
働
よ
り
生
す
ろ
所
得

の
種
類
及
高
さ
、
次
ぎ

に
ば
人
の
財
産
の
所
有
.
其
種
類
及
高
さ
-
及
此
よ
り
生
で

ろ
所
得
の
㎝箭
さ
、
更
ら

に
ば
財

産

の
利
用
よ
り
叉
ば
純
粋
側
娠
川に
此
所
宥
よ
り
生
す

ろ
所
の
其
他

の
所
得
に
属

ゼ
ざ
る
且

つ
通
例
所
得

に
計
算
さ
れ
ざ

る
取
得

の
種
類
及
高
さ
、

更
ら

に
贈
遺
取
得

ト
締
す
ろ
、
第

二
勲
に
つ
音
て
に
特

に
自
然
人
の
所
得
、
財
産
及
其
他
の
敢
得

に
基
く
所
の
費
撒
及
義
務
が
決
定
的
で
め
る
こ

い
ひ
、
ピ
ー
叱
ザ
ツ
グ
ば
租
税
に

一
般

に
国
民

の
貢
献
能
力
の
割
合
に
感
じ
て
齎
ら
さ
ろ
、
こ
童
が
希
望
す
べ
き
で
あ

ろ
。
即

ち
箇
人
の
物
的
財

産
及
人
的
生
産
力
の
純
攻
釜

に
し
て
、
其

地
位

に
相
賞

し
た

る
需
要
の
充
足

の
後
に
残

ろ
部
分
の
割
合

に
照
じ
て
齋
ら
さ
ろ
」
こ
ご
が
希

望
す
べ

ラ
　
　

ノ

ー7

ぎ
で

あ

ろ

ミ

い
ふ
。

'

(註

一
七

)
・
バ
ー

ト

マ
イ

ヤ
ー

に
評
し

て
曰

く

、

ゼ
ー

ガ

ト
の

理
解

に
所

得

ご
欲
豊

こ

の
關

係

の
今

】
麟

詳

し
き

観
明

か

要
す

ろ
。

そ
し

て

ワ
グ
ナ

励

一
の
定
義
は

一
層
豊
富
で
あ

る
が
猫
不
完
全
で
あ
ろ
こ
。

(註

一
八
)
ラ
ウ
ば
曰
く
一
儀
切
な
ろ
欲
望

の
満

足
の
爲
め
に
損
害
な
し
に
租
椀

な
出
す

べ
き
、
人
の
財
産
状
態

に
基
き
九

る
可
能
ね
租
税
能
力
叉
は

助

貢
献
能
か
ご
い
ふ
ε
。

(註

一
処
)
マ
イ
や
醤

ば
評
し
て
日
(
、
此
種
定
義
の
非
難

ば
、
彼
等
が
租
税
能
力

の
表
示
層
、
私
経
済
が
其
固
有
の
利
粧
の
保
持

の
下
に
出
し
得

ろ

油

所
得
叉
は
財
産

の
部
分

に
求
む
ろ
こ
ご
に
あ
り
ざ
。

〔註

二
〇
)
シ
エ
フ

レ
ー
ぱ
漉
見
為
採

る
曰
く
。
各
の
結
付
能
力
あ
る
人
の
租
税
力
ご
11
、
求
人
の
公
共
的
存
在
の
爲

め
の
需
要
ご
、
其
私
的
存
在
の

偶
め
の
需
要

こ
の
間

に
、
彼
の
爲
め
に
財
産
及
所
得

に
ポ
リ
て
威
理
ず
べ
き
方
便
の
釣
合
あ
ろ
分
配
の
原
則
に
よ
り
て
生
す

る
所
の
、

皿
定

の
偉

跡

乍
ら
攣
動

す
ろ
所
の
大
さ
で
あ
ろ
ぐ㌔

ラ

ラ

ニ
吾
人
の
定
義
の
批
評
一

A
古

い
ふ
如
く
給
付
能
力
を
主
観
的
に
解
す
る
に
つ
い
て
は
、
之
を
輩
純
に
客
観
的

.

'「

r
・

に
解
す

る
ε
異
り

、
莫
大

小
を
測

定
す

る
こ
ε
が
困
難

こ
な

る
。
随

ふ
て
事
物

の
廃

置
を
多
少
暖
昧

ご
し
叉
は
恣

論

叢

租
税
に
於
げ
ろ
給
付
能
力
の
原
則

第
十
三
巻

(第
二
號

=

)

[五
五

}l!

諮
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〆

論

叢

租
税
に
斡
峡
ろ
給
付
能
力
の
原
則

第
十
三
巻

(第
二
號

　
二
)

[五
六

ラ

ラ

意
的

ご
す

る
`
い

ふ
弊

が
め

る
か
ら
探
ら

漁
が
良

い

ピ
い
ふ
見
方
も

め
る
(註
二
一
)。
併

し
15
醗

て
考

ふ
る
ご
、

い

「

(

(

共

は
主
観
的

ε
は

い

へ
、
各
箇

人

の
凋
特

な
る
主
観

的

別
断
を

取
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
軍

に
卒
均

人
に

つ
き
普

通

に
然
b

ご
認

め
得

べ
く
且

つ
認

め
て
弊
害

な
き
だ
け

の
主
観
的
事
情

を
考

慮
す

る
の
で
あ
る
か
ら

、
此

に
多
少

客
観

的
の
根
振

あ
り

ε
も

い
ひ
得

べ
く
、
懇
意

ε
か
曖
昧

ε

い
ふ
非

難

は
可
な
り
之
を
菟

る
Y
を
得

る
。
極

精
密

こ

い
ふ
こ
ε
は
出

家
な
い

に
せ
よ
、
斯
か

乃
事
項

に

つ
き
期
待

し
得

べ
き
だ
け

の
満
足

さ
を
以

て
は
指

示

し
得

る

ラ

(註
二
二
)。

ろ
又
庇

の
如
く
給
付
能
力

を
純
客
観
的

の
も

の
ε
せ
す
し
て
主
観

的

の
も

の
ご
す

る
こ
ε
は
、
學
問
上

(

に
は
面
倒
な

る
考
究

を
要
す

る

こ
ε
に
な

る
が
、
其

薦

め
に
深

く
色

々
の
支
持

黙

葱
詮
議
す

る
こ
ξ
に
な

る
か
ら

、

ラ

聯
究
者

に
・し
b
て
は

一
層

興
味

が
あ
り
、
學
問
研

究

の
飴

地
が
人
な

る
を
得

る
.こ
ご
に
も
な

る
。
は

又
庇

の
如

く

(

主
観
的

の
も

の
ε
な

る
の
結

果
、
多
少
恣
意
曖
昧

ご
な

る
恐

が
あ

る
よ
り

し
て
、
却

っ
て
研
究
者
特

に
立
法
者

を

し
て

一
履
慎

重
に
叉
用
意
周
到

な
ら
し

め
、
其
勲

か
ら

し
て
も

、
頗

る
精
確

に
な
り

(註
二
三
〉
、
叉
相

雷
公
雫

に
も

な

り
得

る
(註
二
四
)。.

(註
　
=
)
ボ
リ
ユ
ー
ば
吾
人
の
見
解
に
て
ば
此
説
は
卑
に
感
情
的
で
、
合
理
的
基
礎
を
有
た
な
い
ミ
い
ひ
ー
ラ
ウ
も
個
人
的
傾
値
評
定
、
租
税
支
佛

に
よ
り
て
生
す
ろ
損
失
の
感
知
に
偶
然
の
慣
習
及
観
念
に
よ
り
て
異
る
。
其
に
詮
索
し
難
(
、
且
つ
租
税
賦
課
に
於
σ
ろ
考
察
に
に
使
用
す
.へ
か

ら
ざ
ろ
ム
の
で
あ

を

い
ひ
、
プ
ァ
イ
フ
ァ
ー
も
者

八
の
感
知
ば
、阻
よ
り
測
定
ぜ
し
め
な

い
。
此
が
錬
り
に
多
く
各
会

全
艦
の
組
織

操

り
、

租
税

に
於
げ
ろ
感
知
の
度

に
つ
き

一
般
に
行
に
ゐ
、
規
則
た
定
め
し
め
な

い
。
例
之
、
慾
深
者
は
或
税
か
常
に
渡
饗
盾
よ
り
も

[
届
嚴
し
く
感
ず

る
で
あ
ら
う
し
、多
血
機
械の
人
に
粘
液
性
一
の
人
よ
り
も
各
の
不
愉
快
海

霧
牌
多
く
叉

一
暦
烈

t
く
感
ず

ろ
で
あ
ら
う
o
其
故
に
感
知
の
絶
対
の
同

一



ば
人
聞

の
黙
に
に
全
く
作
る
こ
ミ
為
得

鴻
こ
い
び
、

マ
イ
ヤ
ー
ば
平
等
犠
牲
説
ば
意
終
の

一
定

の
鵬
彫
心
完
全
に
は
猷
く
り
此
原
則
の
濾
肘
ば
ヤ
.

租
税
の
結
果
に
抉
り
ゐ
欲
望
の
滞
足
の
制
限
層
指
示
す
る
が
、
何
威
障
此
犠
牲
の
挙
等
が
存
す

ろ
や
、
此
が

一
般

に
比
較
す
べ
く
測
定
す
べ
き
如

何
な

ろ
關
係
に
て
然
る
や
の
指
示

な
鰍
く
。
-

歌
聖
渦
足
の
瞭
序
医
者
箇
人
の
決

心
に
任
か
さ
れ
、
其
恣
意
的
な
ろ
こ
こ
が
各
の
計
算
た
不
可

能
ε
す
ん

や
う
で
め
み
こ
い
ひ
、

エ
ー
ベ
ル
ヒ
し
給
付
能
力
説

匹
ば
命
日
も
反
封
が
な

い
で
な

い
。
特

障
給
付
能
力
叡
愛
ぜ
し
む
る
所
の
人
的
相

物

違

が
餓
り
に
成
形
す
ろ
こ
ご
困
難
で
、信
頼
す
べ
琶
給
付
能
力
に
よ
ゐ
課
税
な
可
能
己
す
う
に
ば
触
り
に
甚
し
く
璽
動
す
み
の
非
難

あ
り

ミ
い
ふ
。

2
計
二
二
)晶附
註

F
暴
ぐ

ろ
如
♂
礼

ラ
ウ
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
、

マ
イ
ヤ
ー
装
り
「
出力
に
犠
牲

の
測
定
難

を
説
く
も
、
他
面
[に
其

に
於
川け
る
或
確
輯艮
性
心
も

認
む
る
。
帥
ち
プ
ァ
イ
フ
ア
ー
に
犠
牲
に
つ
き
人
の
魚
質
、
性
質
の
相
違

に
ば
聞
し
な

い
で

、
輩
に
正
常

の
平
均
的
の
人
間

に
於
け

る
感
知
の
同

も

ら

し

お

一
配
達
す

ろ
こ
ご
に
翻
し
得

ろ
ご
い
ひ
、
ラ
ウ
も

一
般

障
ぱ
、
或
貨
幣
額
が
所
有
者
に
琶
り
て
真
金
醒

の
便
用
す
べ
匙
財
の
蓄
の

一
局
大

な
ろ
部

分
な
成
ぜ
ば
威
す
ほ

こ
、彼

に
供
ぜ
ら
ろ
、
全
盤

の
財
の
事

案
の

[
暦
大
な
る
部
分
々
成

ぜ
π
残
す
ぼ
ご
、
…
暦
高
き
慣
値
な
も

っ
こ
ε
為
假
定

下

る
ん
得

ろ
。
此
故

に
租
税
に
佐
る
費
櫓
に
、人
が
定
々
園
長
の
財
産
状
態
に
感
じ
て
分
級
す
る
ご
き
に
最
同
等
及
公
正

こ
な
ろ
で
あ
ら
う
ミ
い
ひ
、

マ
イ
ヤ
ー
に
、
闇箇
人
の
行
爲
方
法
ば

且
ハ利
益

F
よ
り
條
件

ぜ
ら
ろ
」
。

地
放
F
彼

が
此
利
益
々
正
賞
に
認
識
し

且

つ
保
存

下
る
こ
ミ
な
理
解

す

る
條
件
の
下
に
ば
・
全
く
計
算
す
べ
か
ら

ざ
み
も
の
で
11
な

い
。
吾
人
が
人
間
の
行
爲
た
其
欲
望
満
足
の
順
序
に
於
て
考
察

ず
る
ざ
き
は
、
先
づ

有
名
な
ろ
経
験
法
則
が
あ
る
。
各
人
が

】
暦
切
な
る
欲
菓
な

}
屠
切
破
ら
ざ
ろ
も

の
＼
前

に
満
足
マ
ろ
ざ

い
ふ
法
則
が
あ

ろ
。
一

　
人
が
他

人

の
欲
望
な
感
ず

ろ
こ
ミ
ぱ
明
か
に
考

へ
ら
れ
な

い
か
ら
、
種

々
の
箇
人

の
欲
望
た
互
に
比
較
す

み
こ
ミ
ば
経
験
に
て
に
支
持
馳
怨
歎

く
や
う
で
あ

ろ
・
併
し
百
人
に
日
常

・
他
人
の
欲
堅

の
烈
度
々
測
定
し
、
即
ち
之
々
自
己
の
こ
叉
に
第
二
者
の
ξ
上
鞍
す
ろ
こ
ミ
な
考

ふ
ろ
。
-

此
方
法
に

よ
り

て
の
み
他
人
の
欲
望
の
熱
度
が
唯
頗

る
不
完
全
な
る
方
法
に
て
認
む
う
な
得

る
こ
こ

」
な
み
。
一
…
繧
験

に
よ
れ
ば
同

一
外
界
状
況
の
下

F

生
存
す
る
人

々
に
に
、
或
限
界
内
に
て
同

一
及
同
様

に
集
團
さ
れ
た
ろ
欲
望

奄
も

つ
。
此
方
法
に
て
欲
望
の
相
違

が
大
部
分
、
其
外
見
的
偶
然
な

ゐ
箇
人
的
性
質

な
失

ひ
、
外
形
上
客
観
的

に
認
識
し
得
べ
き
事
情
の
相
違
に
蹄

ぜ
し
め
ら

ろ
る
。
一

租
税
の
正
常
の
影
響

、
叉
ば
干
均
的
影
響

渤

が
被
枇
者
の
同

「
の
犠
牲
に
導

か
な
く
て
に
な
ら
ぬ
乏
い
ふ
。

.

論

叢

租
税
に
於
け

ろ
給
付
能
力
の
原
則

第
十
三
巻

(第
二
號

=
二
)

一
五
七

22)B・auli・L,1、c.P.・.PR・u,・ …0・9・394・Pfeiffer;Staatseinnahmen.11・

S,15-6.ゴR.Meyer,a.a.O.S.184,201.Eheberg,a.a.0,S.969.

23)Pfeiffer,a.a.0.S.16.Rau,a.a.O,S・39斗 一5・R・Meyer,a・a・Q・S・201.
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論

叢

租
税
に
於
け

ろ
給
付
能
力

の
原
則

第
+
三
巻

(
第
二
號

一
四
)

一
五
八

(註
二
三
)
・
ッ
V
ア
ー
11
多
く
の
法
律
ば
給
付
能
力

ε
所
得

ε
の
差
異
な
.
此
が
所
得
の
大

さ
の
確
知

に
つ
き
達
す
乃
の
々
例
ミ
ず

ろ
ミ

慨
然
的

20

精
密
の
同

}
度
に
て
成
形
し
た
ε
い
ふ
て
居
ろ
。

(註
二
四
)
ニ
ツ
チ
に
、
ミ
ル
の
考
ば
假
令
實
際
に
定
義
す
ろ
こ
ミ
に
不
可
能
で
も
、
積
極
的
立
法

に
於
て
公
正

の
方

に
有
功
な
ろ
刺
戟

の
役
目
な
働

い
た

こ
い
ふ
。

叩

第
三
段

犠
牲
李
等
の
意
義
及
此
と
給
付
能
力
原
則
と
の
關
係

ラ
國
犠
牲
卒
等
の
意
義
-

犠
牲
季
等
の
要
求
ご
は
租
税
の
租
税
義
務
者
に
與

ふ
る
犠
牲
を
し
て
竿
等
な
ら
し

め
や

(う

遭
い
ふ

こ
.乙
で
あ

っ
て
(註
二
五
)
、
租
税

を
其
結
果

に
於

て
正
義

に
適

は
し

め
や
う

ξ

い
ふ
の
要
求

で
あ

る
。
此

は
租
税

が
人

々
に
ε
b

一
の
犠

牲
な

る
こ
ε
を

認
め

、

一
の
苦
痛
腿
迫

な

る
こ
ご
を
認

め
、
此
戚

知
の
均

等
な

る

を
要
求

す

る
の
で
あ

る
。
斯

か

る
苦
痛

の
威

知
は
元

家
人

の
主
観

に
存

す

る

こ
ε
で
あ

る
か
ら
測

定
す

る
こ
ξ
も

比
較
す

る
こ
ε
も
困
難

の
や
う

で
は
あ

る
が

(註
二
六
)
、
.併

し
租

視

に

っ
き
問

ふ
所

の
も

の
は
各
箇

人
の
具
膿

的
の

犠
.牲
蜆

で
は
な
く
、
叉
斯

か
る
も

の
に
依

る
こ
ε
は

穏
當

で
も

な

い
。

例
之
、
利
己
心
強

き
人
は
同

一
事
傭

の
下

に
も
同

　
税

を
公
共

一6
厚
き
人

よ
り
も

一
層

重

き
苦

痛

ε
威
す

る
が
、
此

の
如

き
こ

ε
は
之
を
考
慮

し
て
前
者

に

負
捲
を
輕

↑
す

る
こ
と

を
努
む

べ
き
で
は
な

い
。

む

し
ろ
各
人

の

一6

理
を
平

均
人

の
尺
度

に
よ
し
考
量

し
て
共
苦

痛

の
李

等
を
得

ん
こ

ご
を
期

す

べ
き
で

あ

る
。
即

ち
前

に

い
ふ
如

き
箇

人
的

偏
見

は

一
切
問

は
す

し

て
、
其

々
の

事
情

の
下

に
至
境
人

が
威

す

べ
き
犠
牲

に
よ
b

て
比

較
す

、却、
き

で
あ

る
。
各
箇

入

㊨
主

観
其
も

の

に
は
依
ら

な

い

24)Ro5cher ,a,2.0,S.a32.

25)Nitti,]…P・3。 呂・
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が
v
昏
人
の
昏
嚇
合
に
於
げ
み
特
別
事
憐
は
出
來
る
だ
け
之
を
考
慮
す
る
α
其
事
情

の
下
に
於
て
各
人
の
普
通
に

威
す

べ
き
苦
痛
を
考
慮

し
て
映
ず

る
の
で
め
る
。
此
に
は
共
愛
化
動
揺

に
自
ら

一
定
の
法
則
が
行
は
れ
ザ
居
り
、

一
定
の
型
が
存
在
し
、
漫
然
ξ
動
く
も

の
で
な
い
。
随
ふ
て
極
精
密
で
.は
な
い
に
せ
よ
、
斯
か
る
事
項
に
っ
き
期

コ

持

し
得

る
。
.満

足

さ
を
以

て
は
指
示

し
得

る
(註
二
七
}。

又
夫

の
租
税

が
快

樂

ε
い
ぶ
こ
ご
も
箇

々
の
場

合

に
は
あ

り
得

る
が
、李

均
人

に
つ
き

て
い

へ
ば

、矢
張
り

苦
痛

で

あ
り
、
其
苦
痛

が
種

々
な

る
事
情

の
下
に
李
均

人
に
於

て

攣
化
窟

べ
き
工
合
を
精

密
に
考
量
し

て
租
税

の
各
人
に

及
ぼ
す
影
響

を
均
等

な
ら
し

め
や
う

こ

い
ふ
の
で

め
る
。

(註
=
五
)
γ
エ
フ
レ
T
に
斧
人
が
排
ふ
所
の
全
艦
の
税
11
、
者
人
に
ε
り
て
他
人
に
ぐLり
て
ミ
同

一
の
人
的
犠
牲
な
示
す
べ
く
、
求
人
に
ざ
り
げ、
一

凋

暦
苦
痛
の
大
た
る
も
の
で
あ
っ
て
に
な
ら
ね
。
即
ち
凡
ぺ
て
の
人
に
ピ
叫
て
同

一の
塵
地
度
た
示
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ε
い
ふ
。

(註
一
一六
)前
註
一=
参
照
9
.

(註
一
一七
)前
註
二
二
蓼
照
。

ラ

ラ

ニ
犠
牲
平
等
ε
給
付
能
力
原
則
ε
の
關
係
t

A
ミ
ル
以
來
少
か
ら
ざ
る
學
者
が
租
税
は
能
力
に
怨
じ
て
卒
等
な

(
.

(

る

べ
き
.を
誘

き
、

同
時

に
租

税

の
犠

牲

の
季
等

な

る

べ
き

こ
ε
を
説

い
た
。

そ
し

て
彼

ご
此

ε
を
同

車

ご
爲
し
た

(註
二
八
)。

尤
も
夫

の
説

明
に
は
こ
様

あ

σ
て
、
能
力

の

方
を
主

ε
し

て
補

ふ
に
犠
牲
李

等
を
以

て
し
た
る
が
あ
b

　

(註
二
九
　、
犠
牲

卒
等
を
主

ε
し
て
能

力
孕

等

に
て
補
充

せ
し
.め
だ

る
が

あ

る
(註
三
Q
)。
B
併

し
私

の
見

る
所
で
は

(

二
潜

同
で
は
な
い
。

別
物
で

は
あ

る
が
、
同

「
物

の
表

裏

の
如

き
も

の
で
互

に
相

一
致

す

る
ξ
思

ふ
。
帥

ち
租

税

に
於
け

る
能
力
雫
等

ご
犠
牲
卒
等

ご
は
何

れ
も
租
税
主

禮
た

る
人
に
於

け

る
或
歌
態

の
.子
等

叉

は
正
義

に
適
悉

す

論
.
叢
`

粗
漉
に
於
け
ろ
結
付
能
力
の
原
則

第
十
三
巻

〔第
二
號

]
五
)

一
五
九

26)Schaf迂9e,a.a.0.S.27g,

†
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論

叢

租
税
に
於
け
ろ
紺
付
能
力
の
原
則

第
+
三
巻

〔第
二
號

=
ハ)

一
六
〇

る
こ
ど
を

期
す
る
の
で
あ
る
が
、

前
者
は
積
極
的
の
力
の
李
等
を
示
し
、

後
者
は

滑
極
的
の
損
失
の
季
均
を
示

す
(註
三
一
)。
前
者
は
租
税
を
課
せ
ら
る
峯
前
に
原
因
ε
し
て
租
税
主
鵠

に
存
す

る
状
態

に
關
し
、
後
者
は
租
税
を

課
せ
ら
れ
だ
る
後

に
於
け
る
結
果
.ε
し
て
租
税
圭
禮
た
る
入
の
心
に
生
す

べ
き
歌
態
に
翻
す
る
(註
三
二
)。
前
者
ε

誰
も
純
物
的
の
欺
態
で
は
な
く
て
、
物
に
つ
き
人
の
.一9
に
影
ず
る
所
の
状
態
に
關
す

る
。
脛
濟
現
象
ε
し
て
共
通
な

る
償
値
判
断
の
俘

ふ
所
の
力
に
閲
す

る
。
能
力

に
慮
じ
て
李
等
に
課
税
す

る
結
果
が
李
等
犠
牲
を
齎
ら
し
、
犠
牲

ラ

年
等
を
努
む
る
ξ
き
は
能
力
に
季
等
こ
も
な
る
。
即
ち
結
局
同

一
に
締
す

る
が
着
眼
黙
が
異
る
の
で
あ
る
。
C
然
(

る
に
或
學
者
は
此

二
者
の

一
致
せ
ざ
る
所
め
る
を
注
意
す
る
。
其
の
見
解
に
依
る
ε
、
給
付
能
力

の
方
に
は
犠
牲

季
等
に
て
考
慮
せ
ざ
る
二
の
元
素
あ
り
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
其

一
は
夫
の
最
小
活
資
免
税
に
現
は
れ
た
る
も

の
で
、
小
所
得
者
に
於
て
租
椀

に
よ
ら
て
生
す

る
缺
乏
が
人
の
有
機
艦

へ
の
生
理
上
不
良
な
る
影
響
を
結
果
す
る

脛
濟
の
性
質
叉
は
状
態
で
あ
り
、
他
は
、
不
勢
所
得
重
課
に
現
は
る
》
も
の
で
、
牧
得
方
法
が
租
税
の
影
響
に
愛

化
を
生
じ
、
不
勢
所
得
課
税
は
欲
里
満
足
方
便
を
取
去

る
に
止
ま
る
の
に
、
努
力
所
得
の
裸
視
が
欲
望
満
足
方
便

を
取
去

る
の
外
、
生
産
を
困
難
ビ
す

る
影
響
あ
る
に
因

る
の
で
あ
る
(註
三
三
)。
併
し
此
等
を
以
て
犠
牲
李
等
原
則

の
例
外
ε
は
い
ふ
を
得

源
。
即
ち
右
第

一
の
場
合
に
は
非
常
に
大
な
犠
牲

が
存
在
し
て
、
随
ふ
て
之
を
課
挽
せ
ざ

る
こ
ε
を
穏
當
ε
す

ご
い
ふ
風
に
解
す
る
を
得

る
し
、
第
二
の
場
合

の
生
産
の
上
の
困
難
も
犠
牲
.の
中
に
込
め
る

こ
ぜ
が
拙
家
、
そ
し
て
同
額
£
し
て
も
不
勢
所
得

の
場
合
起
は
努
力
所
得
よ
め
も

一
層
轍
牲
小
な
わ
ぜ
解
す
る
を

曽

,



得
る
。
か
も
進
ん
霧

ふ
を

努
力
既
得
課
馨

彼
の
見
解
の
加
里

産
を
困
讐

す
を

い
ふ
・
鼠

掌

し
.
聚

㎎

・
・
へ
・
・
。
北
枕
が
行
装

重

し
・
其
慰

が
凡
べ
て
生
馨

ト
用
・
・
染

。
・
、
全
く
饗

に
向
ビ

る
.
盛

る
か
も
矩
れ
な
い
。
叉
爪
勢
所
得
な
b
ε
て
必
ず
し
も
凡

べ
て
人
的
消
費
に
向
け
ら
れ
す
、
此
が
有
益
な
る
生
産

ゆ
翫

y
1

3

・
向
け
ら

・
ふ

も
知
れ
な

い
。
啓

讐

の
い
ふ
聖

に
は
い
ひ
響

い
。
併
し
其
筈
を
別
ご
し
て
雰

の
湯

浦
認

・
。n

K

16
.
.

合
に
は
其
反
謝
の
場
合
よ
り
も
出
し
易
く
、
天
祖
視
に
よ
る
犠
牲
の
割
合
に
小
い
こ
ご
は
事
は
れ
な
い
。
何
れ
に

c
留

せ
よ
夫

の
二
の
場
會

も
に
側
弯

認
む
る
に
及
ば
な
い
。

鍛

舗　

(註
二
八
)
ミ
ル
ば
租
税
の
牛
等

(能
力
に
慮
℃
)に
犠

牲
の
干
等
々
意
味
す
る
。
此
は
春
人
が
各
の
他

人
が
其
支
彿

の
分
前

に
よ
叫
畏
く
ろ
よ
り

も
多

鼠
q

e
翫
　
　

罫

描

縣
雛
渥
羅
遡
藁

翻器
濡
騙
麟
撮
鋸
舗
鷺
蝸
撮
満尋

藁
雛
欝
騨

総

価

、舗
鞭

轟
麟
錨
欝
磐

嬉
晩購
馨

肪舞

鶴
欝
澱
融
齪
豆総
総
鞠
灘
礎
綾

織
麟

11

.

.聡

W

カ
イ
ヅ
ル
経

會
的
見
地
に
て
に
公
正
は
犠
牲
の
内
部
的
實
質
的
皐

等
に
存
す
ピ
篤
し
、
茎

ス
・
占

租
税
制
度
の
政
治
的
理
讐

犠
牲
の

麟
竪

平
等
又
ーエ
圭
槻
的

給
付
能
ガ

の
標
準

案

ろ
釣
合
々
得

み
こ
・あ

承
認
存
裏
求
著

し
、
ブ
イ

孝

ン
グ
は
今
日
猫
逸

に
て
支
配
す
ろ
往

・
に
し

無
難
騰
蟻
繕
離
嚇辮
諜
轍
鵬脚継
灘
瀕
網羅
蝶
類
瀬
棚
鞍

ロ

　

　

・
犠

-
り
し
・

、
・
霧

が
其
欝

講

能
力

に
比
例
し
て
・
ぜ
ら

ろ
㌧
、
、
・、
、
。
に
租
。
F
、
り
。
か
。
た
る
種

が
凡

.
て
の
人
に

・
話

賦

L

弥
伍
o
琵

同

一
に
感
ぜ
ら
れ

ろ
ζ
ミ
の
算
　求
が
生
ず
ε

い
ふ
。

ん

　
ま

　レ

マ
イ
ヤ
ー
も
給
付
能
ヵ
の
下

に
、
縄
濟

に
租
税

海
出
す
ご
ピ
々
可
能

ぐ」
し
叉
は
容
易

ζ
す
ろ
所
の
凡
べ
て

の
縄
濟

的
動
機
の
全
階

た
解
し

、
犠
牲

羅

號

K

の
下
に
・
租
税
の
讐

宝

へ
の
譲

の
髪

溝
形
蒐

馨

や
、
.二
町
誠
は
其
擾

的
馨

に
於
て
完
舎

一
致
す
。
-
此
理
解
暴

て
二
の
.

劉

幼

洲

～説
ば
唯
同

一
考

の
異
り
た
ろ
表
示
で
あ
ろ
ご

い
ふ
、

論

叢

租
税
に
於
け
る
給
付
能
力
の
原
則

第
+
三
巻

(第
二
號

毛

)

一さ

咀



論

叢

租
税
に
於
け

る
聾

能

力
の
原
則

第

+
三
巻

(第

二
號

一
八
)

=

八
二

垂

死
)
マ
イ
丁

ば
犠
筆

管

給
付
能
力
設
暴

同
あ

・・し
て
、
其
馨

箸

的
内
容
の
開
陳
に
馨

能
力
の
嚢

ポ

出
醗

叢

ら
な

け
れ
ば
な
島

・、
い
ひ
、
罫

†

も
給
付
能
力
窒

・
麗

の
原
則
が
精
密
な
義

明
無

し
・
之
に
つ
毫

牲
説
の
黎

不
要
な
ら
葱

爲
.

し
、
人
が
平
等
課
撹
の
問
題
・怨
砒
會
政
策
的
観
察
馳
よ
円
覗
明
す
る
ミ
き
に
、
此
に
の
み
慮
帰
す
べ
き
犠
…性
説
ド
よ
り
攣
化
鳥
受
く
ろ
。
何

ミ
な

れ
ば
犠
牲
親

り
適
用
に
よ
り
避
く
べ

か
ら

濯
ゐ
現
存
所
得
及
財
産

分
配
の
攻
撃
が
此

に
初
め
よ
り
原
則
上
排
斥
ぜ
ら
れ
な

い
か
ら
こ
い
ひ
・

ミ
ル

ゆ

.p
ツ

、シ
ァ
1

も
能

力

か
犠

牲

に
よ
り

説

明
す
。

〔註
三
〇
)
ノ
イ
マ
ン
は
前
陸

相
諾

否

よ
う
麗

受

努
む
一へ
書

的
に
定
め
ら
れ
た
る
も
の
籍

し
・
昔

砦

課
税
に
於
け
ろ
出
来
る
だ

け
の
纏

牟

.、
里

已

た
。
然
・
に
後
旨

贅

し
て
、
出
來
る
謬

羅

撃

等
が
彼
旨

的
重

て
現
に
れ
・
粗
漉
努

に
よ
る
轟

じ

,

ば
、
唯
此
が
夫
の
目
的
に
近
寄

る
だ
け
に
て
.辯

護
す
ぺ
巷
方
便
こ
し
て
現
は
る
㎏
。

、(註
…

・
　

、考

昌

議

力
長

献
・
べ
勇

・
纏

的
一兀
書

不
・
・纏

に
貢
献
に
き

受

講

極
的
元
垂

示
熊
踊
.

(註

三
;

マ
4

占

犠
牲
的
奪

原
則
は
租
税
の
結
果
翠

等
に
現
に

る
・
・
.・幕

要
求
し
・
韓

能
力
は
課
馨

ら
れ
右

。
舞

の

掻

質
で

あ
を

い
榊

(註

ミ
三
)
マ
イ
ヤ
ー
ば
犠
牲
な
、
租
税
の
欲
望
満

足
の
上
に
於
け
ろ
影
響

に
求
む

・蕃

得
ぞ」
篤
し

、
此
理
解
に
て

11
犠
牲
準
帯
説
に
給
付
能
力
説
ε

畢

藪

下
悪

貨

。
併
し
犠
牲
の
意
義
の
颪

明
確
な
る
こ
・・量

り
て
、
此
が
給
付
能
力
　

上

暴

婁

ろ
禁

叢

り
響

爲
す

碕
説
明
し
て
曰
く
、
犠
牲
は
再
ら
鍵

覆

に
於
け
ろ
租
税
の
髪

あ
爲
め
の
表
示
で
あ
そ

・
所
得

專
ら
箇
人
欲
望
の
建

の
爲
め
に
肇

に
立

つ
所
の
方
便
の
額
申、
し
て
現
に

る
ろ
。
所
得

が
取
得

さ
ろ
㌧
か
、
如
何
に
取
得
さ

ろ
、
か
に
消
費
に
て

11
漉
例
句

の
影
響
な
育
た
な

い
。
然

ろ
ド

一
方

に
課
税
さ
る
」
維
濟
の
状
態
其
も
の
、
他
方
に
収
得
方
法
が
租
税
の
影
響
ん
愛
化
す
る

一兀
素

で
あ
る
。
第

一
酷
に
於
て
所
得
の
小
菰
ろ

彙

長

て
、
相
撃

霧

者
の
稚
難

色
、つ
す
.へ
最

旨

器

が
現
に
ろ
べ
か
ら
誓

い
ふ
ミ

・が
め
り
・
此
に
毒

最
少
活
資
髭

税
が

理
由
つ
け
ら
れ
ろ
。
此
犠

牲
馨

原
則
路

有
の
例
外
が
あ
ろ
。
最
小
活
資
も
髭

に
響

ら
れ
毒

牲
が
蓋

の
も
の
に
署

ら
れ
ろ

毒

し

一
層
大
な
ら
ざ

.o
方
法

に
て
課
ぜ
ら
れ

る
こ

喜
々
得

る
。
此
に
よ
り
て
犠
牲

平
等
の
原
則
が
充
た
さ
る
㌧
。
然

る
に
』
拘
ら
す
最
小
活
資
免
税

が
要
求
ゼ
ら
る
㌦
ε
吾
、に
、
此
が
原
則
の
例
外
で
あ
る
。
即
ち
此
が
誤
脱
公
正
の
興
断
の
矯
め
に
犠
牲
の
平
等
エ
リ
も
他
の
元
素

が
考
察

に
來

ろ

、
.幕

示
す
。
此
場
合
が
縫

の
影
響

に
標
準

叢

る
凡
べ
て
の
元
素

に
考
肇

案

す

ろ
所
の
給
付
能
力

の
原
則
に
從
摩

る
・
即
ち
租
税
に

エ
リ
生
ヂ

る
缺
乏
の
、
郷
濟
人
め

有
機
髄

へ
の
生

理
上
の
影
響
な
結
果

ご
し
て
も

つ
所
の
経
済
の
性
質

が
給
付
能
力
々
排
除
す
ろ
特
徴

ピ
し
て
現

は
ゐ
』
。
犠
葦

簾

則
の
濤

睾

な
例
外
は
第
二
の
黍

、
生
産
に
封
ず
・
羅

の
關
係
よ
墨

書

・
所
管

財
産

ミ
に
膏
に
欲
堅
羅

29)
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足
手
段
た
ろ
の
み
な
ら
ず
。
通
例
全
く
叉
1■

】
部
、
経
済

の
産
物
で
あ

る
。
此
故
に
租
硯

に
瓜
る
其
縮
少
は

、
経
済

り
生
産
的
活
動

の
縄
濟
的
報

酬
の

一
部
の
取
去

ろ
こ
ε
な
意
味
す

る
。
随
ふ
て
間
接

に
経
済
の
生
産
力

り

一
部
の
要
求

々
意
味

す
る
、
此
影
響
ぱ
努
力
し
て
得
た
ろ
所
得

に
の

み
現
に
れ
、
不
勢

所
得
に
に
全

文
現
11
れ
砿
い
。
斯
く

て
犠

牲
の
大

さ
に
表
示
心
見
出
さ
な

い
所

の
租
税
の
影
響

に
於
一7
ゐ
重
要
な
匠
別
が
生
す

鋤

ろ
こ
o

結

論

要
之
、
租
税
に
於
け
る
給
付
能
力
は
本
来
全
く
純
財
政
的
見
地

に
立

つ
も
の
で
あ
り
、
肚
會
政
策
的
見
地
に
立

つ
も
の
で
は
な
い
。
た

ゴ
純
財
政
的
見
地

よ
り
出
だ
所
の
給
付
能
力

に
磨
じ
セ
課
税
が
耐
食
政
策

に
も
適
ふ
ε
い

　

ふ
こ
ε
は
あ
り
得

る
。
併

し
文
献

會
政
策
的
見
地

か
ら

い

へ
ば
其

以
上

に
も
出
で
得

る
、
即
ち

給
付

能
力
關

係
を

離

れ
た
る
課
税
を
も
爲
す

べ
し
ε

い
ふ
こ
ご
に
な

る
。

そ
し
て
其
給
付
能
力

に
慮

じ
て
課
税
す

る
所

以
は
、
凡

べ

て
政

治

に
於
て
正
義

に
從
ふ
を
要
す

る
こ
ご

ε
、
憲
盆

に
依
ら
す

し
て
鷹
能

に
依

る
こ
嘘
が
統
治

團
膿

の
性

質

に

適
す

る

こ
ざ

㌧
に
存
す

る
。
.給
付

能
力

に
慮
す

る

ε
い
ふ

こ
ご
の
意
義

は
租

税

の
犠
牲

に
堪

え
得
る
力

に
癒

す

る

ε

い
ふ

こ
ε
で
あ
り
、
軍

に
物
的

の
實

在

に
慮
す

る
こ

い
ふ
の
で
は
な

い
の
斯

く
て
給
付

能
力

に
懸

字
る
ε

い
ふ

こ
ご
は
、
犠
牲

を
李
等

な
ら

し
む
る

ε
い
ふ
こ
ε

》
表

裏

因
果

の
關
係
を
有

ち
、
結

局

に
於
て

一
致
す

る
こ
巴

、

な

る
。
斯

か
る
給

付
能
力

の
主
観
的

解
禅
は
多
少
曖
昧

こ

い
ふ
非

難

を
受

く

る
が
、
各
箇

人

の
利
己
的
偏
見

を
排

し
卒

均
人

に

つ
き
普
通

に
撚
り

ε
認

め
得

べ
く
且

つ
認

め
て
弊
な
き

だ
け

の
.恥
理
考
察

を
行

ふ
に
於

て
、
相

當

に

精
確
な
擦
庭

を
得

て
安
心

し
て
租
税
立

法
を
行

ふ
を
得

る

こ
ε
』
な

る
。
若

し
夫

れ
此

原
則

の
適
用

に
至
て
は
別

に
稿

を
改

め
て
論

ず
る

こ
{

Σ
七
や
う
。

論

叢

租
税
に
捨
寸
乃
給
付
能
力
の
原
則
.

第
十
三
巻

(第
二
號

一
九
)

=
八
三
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